




























    疾患と直接的な関係性が⾒つかっていない遺伝⼦であっても、それが特定の疾患関連遺
伝⼦と同じパスウェイに属していたり、同⼀の分⼦機能や局在性を持つ場合は、その疾患関
連遺伝⼦と同じ疾患に関与している可能性が考えられる。そのため、疾患関連遺伝⼦と未だ
疾患との関係性が⾒つかっていない遺伝⼦を繋げるものとして Pathway、Gene Ontology を
導⼊し、疾患と関係性が⾒つかって遺伝⼦に対してそれが関与する疾患を予測する⼿法を開
発した。開発した予測機は、⾼い AUC、Precision Enhancement、Recall Enhancement の値
を⽰しており、間接的な情報があるという限定的な条件下であるがコールドスタート問題を
克服することに成功した。実際に予測機を⽤いて、疾患との関係性が未だわかっていない遺
伝⼦が関与する疾患を予測したところ、最近になって同定されたためデータベースにはまだ
登録されていない遺伝⼦と疾患の関係性を予測することに成功した。 
 
